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令和４年度 第１０回下野市教育委員会定例会議事録 
 
 日  時  令和５年１月１２日（木）午後１時３０分～午後３時３０分 

 会  場  下野市役所３階 ３０４会議室 
 出席委員   教 育 長  石﨑 雅也   職務代理者  永山 伸一 
        委   員  熊田 裕子   委   員  石嶋 和夫 

委   員  佐間田 香 
 出席職員   教育次長           近藤 善昭 

教育総務課長         上野 和芳 
学校教育課長           石島 直 
生涯学習文化課長       浅香 浩幸 
文化財課長          山口 耕一 
スポーツ振興課長       若林 毅 
教育総務課課長補佐      神田 晃 
学校教育課課長補佐兼指導主事 稲葉 亜希恵 
教育総務課主事        慶留間 遥 

 公開・非公開の別  公開（一部非公開） 
 傍 聴 者   ０ 人 
 報道機関   ０ 人 
 議事録（概要）作成年月日  令和５年２月１７日 
 
 

議  事 
議案第２９号  令和４年度下野市教育委員会表彰被表彰者の決定について 
議案第３０号  令和５年度下野市スクールアシスタントの任用について 
議案第３１号  令和５年度下野市教育相談員の任用について 

 
 協議事項 

（１）令和５年度学校教育計画（案）について 
 

報告事項 
（１）寄附の受入れについて 
（２）令和４年度第１回下野市総合教育会議について 
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そ の 他 
（１）第１５回下野市教育のつどいについて 
（２）下野市教育委員と保護者との懇談会開催について 
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１．開会 

 ２．教育長挨拶及び報告 

（石﨑教育長）   １２月１９日から本日１月１２日までの職務について報告す

る。 

・ １２月２０日、国分寺公民館大ホールにて第４回公民館運

営審議会が開催された。公民館評価に係る協議や、例年実

施している「公民館まつり」に代わるイベントである「自

主サークル発表会」についての説明があった。 
・ 同日、教育委員の学校訪問として、石橋中学校を訪問した。 
・ １２月２１日、死亡叙位伝達式を実施した。 
・ 同日、第６５回新型コロナウイルス感染症対策本部定例報

告会議が開催された。栃木県新型コロナウイルス感染症対

策本部会議の協議内容や、市主催の１月から３月までのイ

ベント調査結果等の報告があった。 
・ １２月２２日、後期第２回下都賀地区教育長部会が開催さ

れた。年度末退職者の確認や校長候補者案の審議等を行っ

た。 
・ 同日、市職員提案審査委員会が開催された。職員からの各

種提案のうち、施策提案の１０件について審査を行った。 
・ １２月２３日、小中一貫の日（市教育委員会）を開催した。

各中学校区担当の指導主事から、進捗状況の報告並びに、

市の推進計画や成果指標の設定等についての協議等が行わ

れた。 
・ １月４日、市仕事始め式が行われた。坂村市長から幹部職

員に対し、年頭の訓示が行われた。 
・ 同日、後期第３回下都賀地区教育長部会が開催された。校

長異動案や教頭候補者案等の審議を行った。 
・ １月５日、市教育委員会部内会議を開催した。 
・ 同日、令和５年度当初予算市長ヒアリング（教育委員会）

が行われた。市長、副市長、財政課職員に対し、次長、各課

長が説明を行った後、市長査定を受けた。 
・ １月６日、市スクールアシスタント採用試験を実施した。

応募があった４名について、面接官６名で面接を行った。 
・ 同日、グリムの里新春書きぞめ大会席書大会並びに審査会

が、石橋体育センターにて３年ぶりに開催された。なお、

昨年度は指定された期間内に送付された作品を審査する形

式で実施した。幼稚園生から高校生まで約１００名の子ど

もたちが、２０分間で３枚の席書を行った。大会に引き続

き、書道家の先生２名、文化協会長、教育長の４名で審査

を行い、総務大臣賞、文部科学大臣賞を始め、各賞の受賞

者を選出した。 
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・ １月８日、市二十歳のつどいが開催された。対象者６４１

名のうち４７８名が出席し、市内３会場で挙行された。出

席率は７４．５７％であった。 
・ 同日、市年輪のつどいがグリムの館にて開催された。対象

者のうち６０名が出席した。 
・ １月９日、天平マラソン大会が現地開催される予定であっ

たが、コロナ禍により３年連続の中止となった。なお、昨

年度からオンラインで天平マラソンを開催している。 
・ １月１０日、後期第４回下都賀地区教育長部会が開催され

た。教頭異動案や教務主任候補者案、他管人事交流案等に

ついて審議を行った。教員の過員状態についても話題に挙

がった。 
・ 同日、市賀詞交歓会が実施される予定であったが、コロナ

禍のため３年連続で中止となった。 
・ １月１１日、第８回市定例校長会議を開催した。年度末始

めの各種調査・報告依頼、ＡＬＴその他各種職員配置の説

明等を行った。 
・ 同日、庁議が開催された。 
・ 同日、第３回市コンプライアンス推進本部会議が開催され

た。 
以上の報告内容について、質疑等はあるか。 

（熊田委員）   産休や育休で教員が休みになったとき、臨時採用の教員が足

りず、その穴を埋められない状況が続いていると聞いている。先

ほど教員の過員状態についての話があったが、過員となった教

員を産休・育休代替教員として配置することはできないのか。 
（石﨑教育長）   熊田委員が述べた内容について、私たちも県に強く要望して

いるところである。 
昔は産休・育休代替教員として本採用教員を配置していたこ

ともあったそうである。近年、臨時採用教員が足りず、産休・育

休の穴を埋めるのが難しくなっているため、昨年度、今年度と引

き続き本採用教員を産休・育休代替教員として配置してもらえ

るよう強く要望しているのだが、県の教育委員会からは「それは

できない」との回答があった。 
もし機会があれば、このことについてぜひ教育委員の皆様か

らも強く要望をしてほしい。 
他に質疑等はあるか。（特になし） 

 
３．議事録署名人の選任 熊田委員及び石嶋委員を指名 

 
 

４．前回議事録の承認 
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（石﨑教育長）   前回議事録について、事務局に説明を求める。 
（神田教育総務課課長補佐）    令和４年度第９回教育委員会定例会の議事録について、修正

箇所の説明を行う。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

議事録はこのとおり承認とする。 
 

５．議事 
（石﨑教育長）   議案第２９号から第３１号については、個人情報に関する案

件なので、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条

第７項」の規定により、非公開として進めたいと思うが、よろし

いか。（全委員異議なし） 
それでは、議案第２９号から第３１号については、非公開とし 

て進める。 
まず、議案第２９号 令和４年度下野市教育委員会表彰被表

彰者の決定について、説明を求める。 
 

以下、非公開 
 

（石﨑教育長）    議案第２９号を決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第２９号は原案どおり決定する。 

続いて、議案第３０号 令和５年度下野市スクールアシスタ

ントの任用について、説明を求める。 

 
以下、非公開 

 

（石﨑教育長）    議案第３０号を決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第３０号は原案どおり決定する。 

続いて、議案第３１号 令和５年度下野市教育相談員の任用

について、説明を求める。 

 
以下、非公開 

 

（石﨑教育長）    議案第３１号を決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第３１号は原案どおり決定する。 

ここで非公開を解く。 

続いて、協議事項に移る。 

 
         ６．協議事項 
（石﨑教育長）   （１）令和５年度学校教育計画（案）について、説明を求める。 

（石島学校教育課長）   令和５年度学校教育計画（案）について、担当から説明する。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   資料「令和５年度下野市学校教育計画（案）」を基に、努力目
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標や目標に対する具体策の変更部分を中心に説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑、意見等はあるか。 

（熊田委員）   「６ 自分の生き方を考えるキャリア教育の推進」（１）①ウ

の部分に「異年齢や異校種間での集団活動や交流を行う」という

文言がある。異年齢は理解できるが、異校種間というのは、小学

校と中学校のことを指しているのか。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   小中一貫教育においても、小中学生の交流活動を行っている

ため、小学校と中学校をイメージして文言を作成した。 

（熊田委員）   元々下野市では小中一貫教育を掲げているため、小学校と中

学校の交流は前提にあると感じている。「異校種間」と書いてあ

ると、もっと別の学校と交流活動をするように感じてしまう。教

育委員になってから、下野市では小中一貫教育を推進するとい

うことを何度も聞いているため、小中学校の交流という意味合

いで「異校種間」という表現を使うと、小中一貫教育と重複する

部分が出てきてしまう。 

（石﨑教育長）   熊田委員の意見に付け足す。小中学校の他に、市内には義務教

育学校もあるため、「異校種」とは何なのか、わかりにくくなっ

てしまっているように感じる。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   「異校種」という表現だと、高校などのことを指しているよう

に感じるということか。 

（熊田委員）   そのように感じたため質問した。これを読む先生方が分かる

ようならば良い気もするが。 

（石﨑教育長）   表現について検討するよう事務局に求める。 

          他に質疑、意見等はあるか。 

（石嶋委員）   この「令和５年度下野市学校教育計画」は、主に教職員が読み、

利用するということでよろしいか。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   そのとおりである。 

（石嶋委員）   学校教育計画の内容を変えるときに、校長会だけではなく、人

権教育担当の教員や道徳教育担当の教員の意見など、それぞれ

の担当教員の意見は聞いているのか。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   担当者の意見は吸い上げられていない。 

（石嶋委員）   修正部分をまとめる時間が短いため仕方がないとは思う。 

今回学校教育計画に目を通して、校長や教頭以外の先生は、こ

の全文を読まないのではないかと思った。学習指導の先生なら

ば、新しい全体計画や年間指導計画を立てるために「学ぶ力を育

む学習指導の推進」の部分を重点的に読むというように、人権教

育、道徳、健康安全教育など、それぞれの分野の先生が、それぞ

れ自分に関係するところのみ集中して読むのではないかと思う

のである。今年は時間がないため難しいとは思うが、研修の場な

どを活用し、1 年かけて現場の声を拾いながら、現場の先生に文

章も考えてもらうのが良いのではないかと思った。 
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また、記載内容についても述べたい。「高い教育理念に基づい

た創意ある教育活動の展開」（１）①ア「学校教育目標を理解し

教育活動を展開する」や、③ア「管理職は校務分掌における教職

員の適正な配置に努める」などは、学校運営上当たり前のことで

ある。当たり前のことでも前提として記載するのが良いという

方も、当たり前のことはわざわざ書かなくても良いと思う方も

いるかもしれない。そのため、こういった部分も学校教育課だけ

で決めるのではなく、校長や教頭の意見も聞きながら決めると

良いのではないか。学校教育計画は現場の教職員が使うものだ

ということを前提に、学校教育課の指導主事だけが考えるので

はなく、学校に投げ返し、現場の先生にも考えてもらう。こうす

ることで、各分野の担当の先生の勉強にもなると思う。特に小規

模校になると、異動に伴って担当が変わることが多い。初めて学

習指導担当や人権教育担当になった先生にとっては、まずこの

計画を見ながら全体計画を作ることが大切だと考えるので、否

応なく見ざるを得ない状況を作り、指導主事と一緒に研修して

もらうのが良いのではと感じた。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   具体策の内容については検討が難しい部分であった。四角で

囲まれた部分が、全職員の評価ができると思われる部分であり、

学校教育計画の評価ということで、毎年１１月ごろに教職員一

人ひとりにアンケート調査をしている部分である。先ほど石嶋

委員が述べた「管理職は、校務分掌における教職員の適正な配置

に努める」の部分は、管理職しか該当しないため、その下の「同

僚性を高める」というところが全職員対象の評価項目になって

いる。 

これらの修正内容については、現状、校長から吸い上げたもの

になっている。今後、記載内容の切り口を変え、担当者会議や研

修などを通し、意見の吸い上げや修正を加えていきたい。 

（石嶋委員）   もちろん校長から意見を聞くことは必要であるが、一般の先

生からも意見を集めたほうが良い。 

（石﨑教育長）   校長宛てに送られた学校教育計画をそれぞれ担当の先生に配

り、内容を検討させ、そこで出てきた修正部分を報告していると

いう学校もあった。そのため、一般の先生の意見が全く反映され

ていないというわけではない。 

          他に質疑、意見等はあるか。 

（永山委員）   「外国語・国際教育の推進」における具体策の部分に、英検な

どの検定試験について記載したほうが良いのではないか。市と

して受験費用の補助をしているため、積極的に制度を利用して

もらうという観点から、検定試験の利用などについても盛り込

むべきかと思う。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   来年度から小学校まで英検の補助を拡大することを予定して
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いるため、小中の学びをつなぐような形で積極的に活用してい

くといったようなニュアンスで記載ができると良いかと思う。

努力目標の「①小中の学びをつなぐ指導の充実を図る」「②グロ

ーバル化に対応した国際教育の充実を図る」のどちらに加える

のが良いか。 

（永山委員）   どちらに加えるかは検討してほしい。予算的な制度があるの

にも関わらず、計画では一言も言及してないというのは、少し勿

体ないように感じる。 

（石﨑教育長）   このことについて、事務局に検討を求める。 

          他に質疑・意見等はあるか。 

（佐間田委員）   「保護者が相談しやすいよう、校内の組織体制や相談窓口等に

ついて周知する」との記載があるが、相談窓口は具体的にどこに

なるのか。子どもから悩みの相談をされた際、担任に相談をする

ことになると思うが、電話は心理的なハードルがかなり高く、ま

た、担任と保護者の相性が悪い場合もある。そういった場合はど

こに相談をしたら良いのか。相談先を周知することは重要だが、

現状、私も明確には分かっていない。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   市の適応指導教室に関しては、特別支援教育のコーディネー

ターの先生が窓口になっており、その先生が一般的に相談の窓

口になっている場合もある。 

（佐間田委員）   スクールカウンセラーについてのはがきや手紙は配布される

が、一般の保護者からすると、スクールカウンセラーに相談する

ことも、心理的なハードルがかなり高い。 

本当は相談をしたいが、これを言ったら先生も大変だろうと

いう意識が保護者にもある。しかし担任以外の相談先について

は想像がつかない。相談先として指定された先生も困ってしま

うのではないかという意識もある。 

（石島学校教育課長）   学校によって違うとは思うが、例えば保健だよりや学校だよ

りに相談先を記載して配布しているところもあった。しかし、

色々な書類に相談先がばらばらに書かれていると見落としやす

く、わかりにくい。年度初めや教育相談の時期が近いとき、スク

ールカウンセラーの通知のときに合わせるなど、相談先の配布

のタイミングを工夫し、周知をしていくべきであった。このよう

な周知不足の部分が見えたため、今回検討し、記載をした。今後

改善し、窓口がどこなのか明記し、保護者に示したい。 

（佐間田委員）   現在利用している健康観察アプリの余白部分に、相談の申出

を書き込んだりすることは可能か。例えば子どもが少し不安定

かなと思うときは、その情報を書き込んだり、先生に相談のアポ

イントを取りたいときに、そこに書き込んだりしても問題はな

いのか。 

（石島学校教育課長）   既にそういった内容を書き込んでいる方もいる。健康観察ア
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プリについては、朝のうちに担任や管理職が確認しているため、

電話よりも内容の確認がとりやすい。 

（佐間田委員）   そういった健康観察アプリの使い方についても、保護者に周

知をしてほしい。 

（石﨑教育長）   数年前、全ての学校において、相談先について周知を徹底し

た。担任に相談することが難しい場合などは、校内で決めた相談

窓口の先生に相談するよう案内した。しかし現在、時間の経過と

ともに相談窓口が分かりにくくなっている状況である。再度改

めて周知の徹底を図りたい。 

（永山委員）   各学校に必ず相談窓口はあるが、保護者の方に届いてない可

能性があるということか。 

（石﨑教育長）   そのとおりである。 

（佐間田委員）   周知の際、学童保育の悩みなどは別部署の管轄になるかと思

うため、振り分けて周知をするべきだと考える。 

（石島学校教育課長）   学童保育関係は佐間田委員が述べたとおり、こども福祉課が

管轄である。特に小学校では、相談先について振り分けて周知し

ないと、学校に他管轄の相談まで集まってきてしまう。相談につ

いて学童保育に情報が届かず、また翌日同じことが起きてしま

うなど、情報共有に関して問題が発生していたこともあった。そ

のため現在、小学校では「学童保育のことは学童保育に連絡し、

学校のことは学校に連絡してください」という周知を行ってい

るところである。 

また、学童保育と学校、こども福祉課と学校教育課の連携も重

要である。学校で感じたモヤモヤを引きずり、その後学童保育で

トラブルに発展したり、学童保育で起こったことを引きずり、翌

日学校で気持ちが爆発したりという場合もある。そういったこ

とを防ぐため、こども福祉課と学校教育課が情報を共有してい

きたいと考える。 

（佐間田委員）   ある小学校には、学校運営協議会に学童保育の先生が入って

いたため、こういう形でも連携を図れると良いのではないかと

思った。 

（永山委員）   佐間田委員の意見に付け加える。以前「登校班に関する相談が

あり、困っている」という先生の訴えを耳にしたことがある。学

校側も、別管轄の相談でも来たからには受ける形になってしま

う。そのため、学校教育課長が述べたとおり、学童保育での問題、

学校での問題、登校班での問題でそれぞれ相談先を振り分け、し

っかり分かる形で案内することが大切だと考える。 

（石﨑教育長）   登校班についての相談先はどこなのか。 

（石島学校教育課長）   登校班は基本的に育成会に任せている小学校が多い。例えば

ある小学校では、指導部会と育成会の担当者が１月ごろに来校

し、来年度の登校班を編制する。決定した班については、育成会
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から子どもたちに周知をしている。登校班関係で学校に相談が

あった場合には、窓口となる育成会の担当者に相談内容につい

て連絡、状況の確認依頼を行い、連携を取っていた。しかし、登

校班の決め方は学校によって若干違うため、また改めて確認す

る。 

（永山委員）   先生も、異動前と異動後で登校班に関する対応が違う、といっ

た話をしていたように思う。やはり振り分けをしておく必要が

あると考える。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   登校班の問題は、班の組み方のことか、それとも、班の中での

人間関係のことか。 

（永山委員）   人間関係のことと思われる。 

（石﨑教育長）   登校班や育成会内で問題が起こっている場合、子どもだけで

なく保護者同士がトラブルになっている場合もある。そういっ

たときはＰＴＡ、特にＰＴＡ会長に間に入ってもらうのが良い。

保護者の中にも、何年間もずっと引きずってきた人間関係や確

執がある。登校班が一緒になり、付き合わざるを得ない状況に置

かれた際、不満が爆発するということが多い。そういった場合に

はＰＴＡに間に入ってもらい、問題を解決したこともあった。 

          他に質疑、意見等はあるか。 

（石嶋委員）   下野市学校教育目標の５番に「郷土の文化と伝統・自然に誇り

を持ち」とあるが、「郷土の文化・伝統と自然」という形で、文

化と伝統を「・」でつなぐのが、使い方として正しいのではない

かと感じた。すぐに直してほしいという訳ではないが、確認して

ほしい。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   確認し、修正する。 

（石﨑教育長）   他に質疑、意見等はあるか。 

（永山委員）   「６ 自分の生き方を考えるキャリア教育の推進」（１）①ウ

に「自尊感情を育て」とあるが、「自尊感情を育てる」という表

現は正しいのか。「自尊感情を大切にし」などが正しいのではな

いか。 

（稲葉学校教育課課長補佐）   「自尊感情を大切にし」や「自尊感情を高め」のほうが自然か

と思う。 

（石嶋委員）   学習指導要領の使い方に準じて考えるのが良いかと思う。 

（石﨑教育長）   他に質疑、意見等はあるか。（特になし） 

          各委員の意見を基に内容の確認、検討をするよう、事務局に

求める。 

          続いて、報告事項に移る。 
 
         ７．報告事項 
（石﨑教育長）   （１）寄附の受入れについて、説明を求める。 
（上野教育総務課長）   小山農業協同組合から石橋地区、国分寺地区の小中学校に栃
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木県産とちあいか約 3,300 個、宇都宮農業協同組合から南河内

地区の小学校、義務教育学校へ栃木県産とちあいか約 2,700 個

の寄附があった旨、報告を行う。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（熊田委員）   今回の寄贈は、１人あたり２個寄贈いただけるところと、１つ

寄贈いただけるところに分かれている。全て１人あたり２個ず

ついただくことは難しいのか。 
          ＦＭゆうがおで、真岡市がいちごについてアピールをしてお

り、給食で１人２個ずついちごを提供できたと話していた。やは

り同様に、１人２個ずつ頂ければと思う。 
（上野教育総務課長）   担当者に確認したが、今回の個数変更は難しいとのことであ

った。今回から寄贈されるいちごが、とちおとめから新品種であ

るとちあいかに変更になり、個数を確保しきれなかった可能性

がある。個数については今後の寄贈においても確認したい。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（２）令和４年度第１回下野市総合教育会議について、

説明を求める。 
（上野教育総務課長）   市長が招集する総合教育会議の開催通知が届いたためお知ら

せする。２月１７日の教育委員会定例会終了後に３０３会議室に

て開催し、議題は今年度行っている「細谷小学校における小規模

特認校の取組に対する検証結果について」である。なお、昨年度

は今回同様２月定例会終了後に開催され、議題は「南河内小中学

校の開校にあたっての特色ある教育活動等」と「小規模特認校に

おける取組の検証と適正規模等、学校適正配置」についてであっ

た。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
続いて、その他の連絡事項に移る。 

 
８． その他 

（石﨑教育長）   （１）第１５回下野市教育のつどいについて、説明を求める。 
（上野教育総務課長）   第１５回下野市教育のつどいについては、１月２１日開催と

して準備を進めている。本日配布した資料は、調整の結果決定し

た予定時間を追加したものになる。参加者の受付開始を８時２

０分からとし、大森史子氏のコンサート公演時間は１０時２０

分から１１時２０分までの１時間に決定した。子ども未来プロ

ジェクト発表は１１時２０分から１１時５０分までの３０分間

で実施し、閉会予定は１１時５１分である。なお、教育委員の皆

様は８時３０分までに参集をお願いする。また、大森氏のコンサ

ート終了時に、大森氏、伴奏の大山氏に花束の贈呈を行う。贈呈

については、永山委員と熊田委員にお願いしたい。 
（石﨑教育長）   まず、「第１５回下野市教育のつどい」開催の可否について意
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見等はあるか。 
          なお、今回開催できれば３年ぶりの開催となる。３５０名中

１５０名ということで、会場定員の４３％プラスアルファ程度

に人数は絞っている。また、基本的な感染症対策は取った上で開

催する予定である。 
（石嶋委員）   受賞者の保護者に対し、人数を絞るなどの入場制限はするの

か。 
（上野教育総務課長）   保護者については、入場制限をする予定はない。ただし、団体

受賞の方については、極力代表の方のみの出席をお願いしてい

るところである。 
（石﨑教育長）   参加者を１５０人に絞るということか。 
（上野教育総務課長）   参加人数を積み上げたところ、１５０人には満たないという

計算になった。 
（石嶋委員）   教育委員会表彰に似た形式の表彰式に先日出席したのだが、

小学生の受賞者に対しては、保護者が弟や妹を連れてくること

が多かった。弟と妹を別の席に座らせるわけにもいかないため、

急遽椅子を増やして対応していた。そのため、もし制限がないの

であれば、ある程度臨時で増やせる椅子を用意しておいたほう

が良いかと思う。 
（上野教育総務課長）   国分寺公民館の大ホールはドアの数も多いため、全て開けた

ままにし、換気などの感染症対策を行う。なお、公民館はエアコ

ンが備え付けられているため、ドアを開けておいても温度管理

は可能である。席についても、念のため外の通路に予備の椅子を

準備し、臨時で増やすことができるよう準備する。 
（永山委員）   前回開催時の参加者の人数は把握しているか。 
（上野教育総務課長）   把握できていない。 
（熊田委員）   前回は南河内公民館で実施し、国分寺公民館よりも会場は狭

かったが、そこまで密集していなかったように記憶している。 
（永山委員）   １５０人という参加人数は、席の間隔を１つ分空けて並べる

と、１５０席作ることができるという計算でよろしいか。 
（上野教育総務課長）   そのとおりである。席の間隔を空けずに、３本の通路を間に

作るだけならば３００脚の椅子を並べられるのだが、感染症対

策のため間を分けて並べるということで、１５０という数に設

定している。 
（熊田委員）   感染症対策として、検温や消毒は実施するのか。 
（上野教育総務課長）   会場に入る際にまず検温の機械を通ってもらい、受付に消毒

用のスプレー等を準備する。 
（熊田委員）   近頃、咽頭痛などの風邪の症状のみ出ており、発熱はないとい

う方でも、陽性の方が増えてきているようである。受付において

喉の痛みや咳はないか確認し、もし風邪症状がある場合は入場

を断ったほうが良いかと思う。受付担当者も言いにくいとは思
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うが。 
（永山委員）   パンフレットはもう完成しているのか。 
（上野教育総務課長）   現在作成中である。来週初頭には完成する。 
（永山委員）   現在作成中ということならば、パンフレットに「喉の痛み、咳、

鼻水、発熱などの症状のある方は、ご出席をご遠慮ください」な

ど、一言添えるのが良いのではないか。 
（熊田委員）   倦怠感なども加えたほうが良いかと思う。 
（石﨑教育長）   パンフレットだけでなく、その他に周知方法はないのか。様々

な形で周知してほしい。 
（上野教育総務課長）   例えば、ホームページや市のメール配信、その他可能であれ

ばＦＭなどを活用し、周知したい。 
（永山委員）   その他、各学校にも個別に要請してほしい。「風邪の症状のあ

る方は、出席を見合わせてください」と受賞者に周知するよう依

頼するのが良いかと思う。その上であれば、今年度の教育のつど

いは実施するべきかと思う。 
（石﨑教育長）   各委員の意見を基にして、感染症対策について徹底するよう、

事務局に求める。 
開催については以上でよろしいか。（全委員承認） 
その他、意見等はあるか。 

（熊田委員）   以前、教育のつどいを開催した際、教育委員会定例会にて原稿

を貰い、呼名の練習をしてから本番に臨んだ。念のため、原稿は

当日ではなく、事前に配布してほしい。 
（上野教育総務課長）   至急準備する。 
（石﨑教育長）   他に意見等はあるか。（特になし） 
          続いて、（２）令和４年度第１回下野市総合教育会議について

について、説明を求める。 
（上野教育総務課長）   前回の協議結果を下野市ＰＴＡ連絡協議会と調整し、準備を

進めてきた。２月１７日の総合教育会議終了後、休憩と夕食を挟

み、午後６時３０分から開会する。テーマは「これからの学校教

育とＰＴＡ活動について」。約１時間３０分の懇談を予定してい

る。また、座長は永山委員にお願いしたいと考えている。 
（石﨑教育長）   それではまず、開催の可否について意見等はあるか。 
（永山委員）   ＰＴＡ連絡協議会の方々の反応はどうか。 
（上野教育総務課長）   実施をする方向で今のところは進んでおり、双方準備してい

る状況である。 
（石﨑教育長）   確認した時期はいつ頃か。 
（上野教育総務課長）   １２月中旬頃である。 
（石﨑教育長）   １か月ほど経過しているが、いかがか。 
（石嶋委員）   教育のつどいも開催するため、今の時点では、これからよほど

状況が厳しくならない限りは実施するのが良いのではないか。

あまり期間を空けてしまうと、懇談会をどのように実施してい
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たのか忘れてしまう可能性がある。 
（石﨑教育長）   それでは、開催する方向でよろしいか。（全委員承認） 

その他、懇談会について質疑等はあるか。 
（熊田委員）   今回、懇談会のテーマは、市ＰＴＡ連絡協議会の方から上がっ

てきたものなのか。 
（上野教育総務課長）   そのとおりである。 
（熊田委員）   テーマが漠然としているため、懇談会をどのように進めてい

くのか見通しが立ちづらいと感じた。 
（佐間田委員）   ＰＴＡ役員何人かと話したとき、コロナ禍により行事の実施

方法が変わったり、中止になったりしてしまい、代替わりのタイ

ミングで引継ぎをしようとしても、そもそも行事をあまりやっ

たことがないため、引継ぎが上手くできないという状況を聞い

た。経験が全く無い状態で新しく行事を実施することに不安を

感じているようであった。 
（石嶋委員）   例えば中学校の卒業式なども、１、２年生では新型コロナウイ

ルス対策のために出席できず、主役の３年生になって初めて出

られるというような状況である。 
（熊田委員）   ではまず、ＰＴＡの皆さんの意見や悩みを傾聴し、それから話

を進めていくという形になるのか。 
（上野教育総務課長）   そのとおりである。意見や悩みを聞き、もしアドバイスや支

援策などがあれば、教育委員の皆様からお願いしたい。 
（佐間田委員）   運動会や文化祭などを、今後どのように開催していくのかに

ついて、ＰＴＡも方向性やある程度の目安を聞きたいのではな

いか。 
（石嶋委員）   資料は誰が作るのか。 
（熊田委員）   今回はＰＴＡ連絡協議会からの議題であるため、資料は無い

かと思う。教育委員会からのテーマの提示であれば、事前に事務

局が資料を作り、説明を４０分ほど行い、その後ＰＴＡの意見を

聞くという流れであるが。 
（石嶋委員）   ＰＴＡ連絡協議会側に資料を作ってもらうのは無理でも、Ｐ

ＴＡ連絡協議会に何か資料は必要か聞いてみるのが良いのでは

ないか。ＰＴＡ側が提示した議題だからとはいえ、いきなりＰＴ

Ａ側に意見を聞いても、議論が活発化しない可能性がある。 
（熊田委員）   以前ＰＴＡ側から議題が出された際には資料の準備はなく、

ＰＴＡ側に意見を聞き、挙手の上話してもらう形で実施した。

「自分の学校はこのテーマに関してはこのような感じですが、

他の学校はいかがですか」とそれぞれが発表をするような形で

あった。 
（永山委員）   形式としては、学校訪問の際に実施する教職員との懇談会に

近い。その規模が少し大きくなったような形である。 
（石嶋委員）   しかし、先ほど佐間田委員が述べたとおり、ＰＴＡ活動に関し
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てあまり経験のない方たちもいるようである。 
（熊田委員）   ベテランのＰＴＡ会長もおり、全員がＰＴＡ活動に関して経

験がないわけではないように思う。 
（石﨑教育長）   代替わりの際、行事の実施方法が上手く引き継がれないとい

う件についてである。以前勤務していたとある学校では、先代Ｐ

ＴＡ会長と先々代のＰＴＡ会長が顧問として残り、ＰＴＡ本部

役員会に毎回出席していた。その上で、ＰＴＡ活動の実施方法に

ついて教示、助言を行っていた。今、こういった形を取ることは

難しいかもしれないが、１つの方法として提示する。 
（佐間田委員）   現在、ＰＴＡ役員の数が減っている学校もあるかと思う。ＰＴ

Ａ活動について、悩んでいる方も多いのではないかと思う。 
（石﨑教育長）   他に意見等はあるか。（特になし） 

それでは、事務局から他に連絡事項等はあるか。 
（上野教育総務課長）   令和５年度栃木県への要望事項の調査についてである。例年、

県教育委員会連合会が要望事項を取りまとめ、７月に知事、県教

育長、県議会議長へ要望している。その要望書案を５月の県教育

委員会連合会総会の際に審議するため、各市町に調査が届いて

いる。提出期限は２月２２日であり、２月１７日の定例会で審議

するため、２月１０日までに意見の提示をお願いする。参考資料

として一昨年度作成分、昨年度作成分の要望事項を添付した。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（佐間田委員）   現状の確認のため質問する。特別支援学級での介助に当たっ

ている支援員は、毎日学校に来ているのか。 
（石島学校教育課長）   支援員は毎日学校に来ている。身体的な介助に入っている支

援員、心理的な介助に入っている支援員など、学校の実態に応じ

て対応は様々である。 
（佐間田委員）   看護師はチームで患者を持つが、このように介助の支援員も、

パートタイム２名で１名の介助をするといったことはできない

のか。常勤は難しいという方でも、パートタイムならば働ける方

がいるのではないかと感じたため、述べた。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（永山委員）   会議の冒頭の教育長報告に対して、熊田委員から過員につい

ての質問があった。そのことについて事務局でまとめ、要望事項

として上げてほしい。また、前回に引き続き特別支援学級の編制

基準の児童生徒の定数引き下げについての要望も上げてほしい。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

   他に事務局から連絡事項等はあるか。（特になし） 
          それでは、教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。 
（熊田委員）   ２月に例年行われる教育委員会臨時会の日程が決まっていれ

ば知らせてほしい。 
（石﨑教育長）   ２月２８日に開催する。下都賀地区教育長部会の最終回であ
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る後期第９回が１３時から１５時まで、その後下都賀地区教育

委員会連合会定例会が１５時から１６時３０分までになるため、

第２回教育委員会臨時会については１７時からの予定とする。 
          他に教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。 
（佐間田委員）   感想になるが、述べたい。成人式の出席率が７４．５７％と高

く、素晴らしいと感じた。昔の友人たちに会いたいと思い、故郷

に帰ってくる生徒が全体の４分の３に上るということは、それ

こそ学校の先生、中学校の教育への評価なのではないかと思う。

先生方に感謝したい。 
（浅香生涯学習文化課長）   今回提示した６４１名の対象者は、住民基本台帳から確認し

ているため、単純に２０歳である方、つまり外国から来ている

方々も含まれているため、実際の参加率はもう少し高いのでは

ないかと思う。 
（佐間田委員）   素晴らしいと思う。ぜひ先生方にも伝えてほしい。 
（石﨑教育長）   他に教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。（特になし） 

それでは、以上でよろしいか。（全委員承認） 
 
次回の教育委員会は、２月１７日（金）午後１時からの予定と

する。 
 
 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後３時３０分閉会。 
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